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らった．また，今回（5 月）だけではなく 12 月頃
にも再度実験するように伝えた．（可能であれば，9
月頃も行うのが望ましい．）
ｄ）上記のことより，日本のように G3 で太陽，G4 で星，
G6 で月について勉強するよりも，PNG においては，
星の動き（G3 ～ 4）→月の動き（G4 ～ 5）→太陽
の動き（G5 ～ 6），という順番で勉強する方が望ま
しい．

















































・①の授業の「Lesson objective」に 2 つの目標が記































・Key Question の「What is a magnet ？」は大雑把
すぎ（by Linda 先生）．
→「What does a magnet do ？」（磁石が物を引き
つけることに注目させるため）に変更．
・Activities の中で準備する物の中に thread がある





→ Activities の準備物から thread を削除．また
Try it ！の表記を修正．




・Activities で児童に Prediction を聞くステップが抜
け落ちていた（by Linda 先生）．
→授業で先生がきちんと児童に予想を聞いていた．
TB ／ TM にそれぞれ予想についての項目を追加
した．また板書計画の部分にも追加．
・TB 中「磁石 2 個を使って」という表記は後の
lesson の方が適切．
→ TB と TM ともに削除．
・TM 中に Try it！に関する表記が無い（by Linda
先生）．
→ Summary の後に Try it ！のセクションを追加．
・TM の Teacher’s Note の部分にしか safety に関す
る表記が無いので，どの時点で児童に注意を促せば
良いのか，分かりにくい（by Linda 先生）．


































































い海で堆積したと考えられる．5 ／ 11 に Taurama 
Beach で観察した地層に比べて，ほとんど変質して



























こで N-pole や S-pole という言葉が使用されており，
“pole” という言葉の使用を避けた方が良いとなり，
“end” をここでは使用する．



































































































今回訪問した IOBUNA KOUBA Primary school の
Linda 先生の能力が非常に高く，今回の tryout に
関してもその場で工夫してより良く授業を改善した
り，その後の検討会において非常に重要な意見・感
想を述べてもらった．また，こちらが指摘したこと
は翌日には改善が見られ，学習能力が非常に高いこ
とがうかがえる．今回我々が PNG に滞在できるの
は非常に短い期間でしかないが，今後もこのような
先生のもとで tryout を行って，常に教科書と指導
書の問題点を洗い出し，細かく修正して行くことが
非常に重要になって行くと思われる．
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